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ウムチョ ムゥイーザ通信（No.１２号）に寄せて 

ルワンダの教育を考える会 

理事長 高橋 啓子 

 清新な気みなぎる４月を迎えました。社会や学校の新しい年度のはじめです。 

 日頃より皆様方のご熱意、ご尽力に支えられ、本会の歩みを進められておりま

すことを深く感謝申し上げます。 

 ルワンダの新学期は１月から３月、その後１ヶ月休み、２学期は５月から８月、

３学期が９月から１１月まででその年度が終わります。 

 日本とはだいぶ違いますが、おかげさまで、ウムチョムゥイーザ学園の運営は、

順調に進んでいるようです。新築された４教室を加え、全部で１３教室で、それ

ぞれの学習が進められております。詳しい学園内の様子は、３月半ばに帰国した

和喜田さんに報告していただこうと思います。それは、次号になる予定ですので

もう少々お待ちください。 

    さて、さきに発送された本通信の No.１１号をご覧になり、さぞ

驚かれたことと存じます。本会事務局長飯高さんの退会のご挨拶

が掲載されていたのです。「平成１８年５月３１日付をもって」

となっておりました。実は、以前より退会についての話が出てお

り、理事会を何度か開き、話し合いを相当時間続けてまいりまし

た。しかし、残念ながらこういった結果になってしまいました。ただ退会の時期

については、副理事長兼事務局長という、きわめて重要なポストであったので、

総会後にお願いしたいと申し上げておりました。 

 会の発足よりルイズさんを助け、会務を切り盛りされた飯高さんのお働きがあ

ってこそ、皆様方のお力が結集され、今日のような成果が挙げられたと存じてお

ります。ですから会としても本当に残念なことですが、いたしかたございません。

しかし今後も当然ながら本会は、休みなく活動を続けてまいります。 

 その第一が、映画「ホテル・ルワンダ」の上映です。２００４年アメリカで上

映され、アカデミー３部門ノミネート作品、日本での上映に立ち上がった若者、

ルワンダの民族紛争が大虐殺に発展した中で、行き場のない罪なき人々をかくま

った、１９９４年のルワンダのホテルでの物語。１００日で約１００万人もの惨

殺に発展した中での一人の父親が１，２００人を救った映画に、福島の人たちの

心を打つことでしょう。 

 今後もルワンダの教育を考える会の趣旨をご理解いただき、

ご協力をよろしくお願いいたします。 

ウムチョ ムゥイーザ通信 No.１２ 
ルワンダ語で「良い文化学園」の意味を表します。 



   外務省ＮＧＯ支援無償資金協力 

   により、 

   ４教室建設と全国から寄付された    

品々（ピアノ・学用品・ 

ロッカー等）をコンテナ 

につめて送ることが出来 

ました。 

「ＡＤＥＳＯＣ」代表  

ウムチョ・ムゥイーザ学園チャールズ校長より感謝の言葉 

   ２００６年３月３１日１学期終了式現在、１３教室の中で先生方１５名と４３７名（幼稚

園生１３３名・小学校３０４名）の子どもたちが学習しております。（１月の受け入れ時には

４２３名でした。） 

   このことができたのは、協力していただいたすべての方々のおかげです。 

大変感謝しております。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ふくしま地球市民フェスティバルに参加して 

                         遠藤信子 

 アジア･アフリカ・中南米等の「地球レストラン」に参加したルワンダ

料理のメニューは、ソース・デ・ビヨンド＆ポム・ド・ソティーそしてア

マンダーゼ。 

 郡山地区の支援者が中心となって、昨年の夏からメニューを決め、調理

実習を重ね、本番に備えた結果は大成功！！ 

☆ソース・デ・ビヨンド：牛すね肉・玉ねぎ・トマト（缶）・豆を煮込むこと５時間あまり 

☆ポム・ド・ソティー（揚げジャガイモ）は、前日より泊り込んだメンバーと早朝より駆け

つけた仲間７人で１５ｋｇというたくさんのジャガイモの皮をむき、茹で上げ、８時には会

場に向けて出発。（この後、会場でじっくり揚げます。）☆アマンダーゼ：ルワンダの家庭的

なお菓子 

 「早朝の作業を前日にしたら楽じゃない？」事前の打ち合わせで提案したところ、ルイズ

さんは「それではおいしくありません。」というので試してみたところ、味の違いがはっきり。

「これはやっぱり早朝からがんばるしかない！！」と泊まり込み

での下ごしらえとなったのです。 

 この料理が喜ばれないはずがありません。１５０食のルワンダ

料理は、あっという間に売り切れてしまいました。その他、クッ

キーやちまき等、支援者からの手作りのおかしも早々になくなっ

てしまい、お手伝いの皆さんは、もう来年のアイディアを出し合

っていました。 

  

 

三春小学校からルワンダへ届いたリコーダー 

                   三春小学校  柳沼富美子 

 子どもたちが、桜の苗を送ってから２年の月日が経ちました。子どもたち

は、６年生となり、社会科で日本の歴史を学習しました。日本もルワンダと

同じように、悲惨な戦争があったことを深く学習し、あらためて、平和の大

切さを実感できた１年でした。 

 ３年間使い慣れたリコーダーは、中学校では使いません。「ただ、どこかで眠っているよりも、

誰かのために使えたら」と子どもたちは考えました。ルワンダの子どもたちが、このリコーダ

ーを演奏している姿を、楽しく音楽を奏でている姿を、私たちはイメージしました。 

 桜咲くルワンダの小学校で、子どもたちがリコーダーを演奏する。音楽は世界共通です。音

楽は世界をつなぎます。心をつなぎます。 

 １本１本、子どもの名前が刻まれたリコーダー。 

三春小学校を巣立った７４人の子どもたち一人一人が、 

  日本人であることを誇りと感じ 

  世界を考えられる人間であってほしいと思います。 

     一生懸命に自分のことを考え、 

     一生懸命に自分のまわりのことを考えられる人であってほしいと思います。 

そんな学びのチャンスをルイズさんに与えていただきました。 

本当にありがとうございました。 



 



本会として、新たな状況に向かって２００６年度

をスタートさせるためにも、多くの会員の皆様の

参加をお待ちしております。詳しくは、あらため

てご案内させていただきます。 

争いは何を生むのか、、、？ 

 争いのない世界を、今、あなたから。 
上映期間 ４月７日（金）～４月２３日（日）   ○上映スケジュール 
上映場所 福島フォーラム  
＊チャリティつき前売り券 １，２００円 
＊シンポジウム付上映会前売り券  

１，５００円（４月１５日のみ） 
  
＊当日料金 一般１，７００円  

学生１，４００円  
小・中・高校生・シニア・ 
障害者は１，０００円 

 
 
○フォーラム会場にて、ルワンダの写真展及
び民芸品販売をいたします。 
 お手伝いいただける方を募集しております。 
 

 

 

 

 

４月２２日（土） １３：００～ 

（財）福島県国際交流協会 

福島市舟場町２－１ 024-524-1315 

 

 

 

６月４日（日）１２：００～１６：００ 

場所未定 

 

月 日 朝 昼 夜 

４月 ７日（金） 
  

19：00
～ 

４月 ８日（土）～ 
４月１４日（日） 

10:00
～ 

15：00
～ 

20：00
～ 

４月１５日（土） 
 

13：00
～ 

 

４月１６日（日）～ 
４月２２日（土） 

10:00
～ 

 
20：00
～ 

４月２３日（日） 
 

13：00
～ 

 

        ルワンダの教育を考える会 

理事長  高橋 啓子 

副理事長 ｶﾝﾍﾞﾝｶﾞ･ﾏﾘｰﾙｲｽﾞ 

〒960-8252 

福島県福島市御山字中川原４４－２ 

サンコーポ１号棟 １０２号室 

T E L / F A X：０２４－５３３－８２８９ 

ホームページ：http://www.rwanda-npo.org 

e - m a i l:info@rwanda-npo.org 

 

お 知 ら せ 

本会の運営について、これからの予定

等、皆様と話し合いたいと思います。ど

うぞお誘いあわせの上ご参加ください。 
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